
資料１－１

【事業の実施状況】
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○（計画通り実施）

△（計画の一部実施）

×（問題があり実施できなかった）

　令和６年度は、第４次菊川市男女共同参画プランを策定してから、３回目の進捗状況
報告であり、プランの中間年度であった。
　事業進捗状況において、今年度は98事業のうち、計画通り実施できた事業が95項目、
一部実施事業が１項目、問題があり実施できなかった事業が０項目、その他が２項目で
あった。
　令和６年度中に、令和５年度までに「計画の一部実施」「問題があり実施できなかっ
た」事業については、実施方法を検討し、プランの見直しを行った。
　指標進捗状況において、成果指標では、中間目標値まで到達しないものもあるが、お
おむね前年度より数値が上昇している。活動指標についても、おおむね実施ができてい
る。また、指標についても中間年度である令和６年度までの数値をもとに、最終目標数
値の見直しを行った。
　令和７年度も引き続き、「誰もが多様性を認め合い、自分らしく輝くまち　菊川」を基本
理念とし、女性の政策や方針決定過程への参画拡大につながるように、様々な施策を
進めていく。

第４次菊川市男女共同参画プラン　令和６年度 進捗状況

　第４次菊川市男女共同参画プランでは、誰もが多様性を認め合い自分らしく輝くまち菊川を
目指し、以下の４つを目標として男女共同参画事業に取り組んだ。

基本理念
誰もが多様性を認め合い　自分らしく輝くまち　菊川

プランに位置づけた事業数

基本目標
１.男女共同参画社会実現に向けた基盤の整備

２.誰もが安心できる暮らしの実現
３.誰もが活躍できる家庭・職場・地域の実現（ワーク・ライフ・バランスの実現）

４.あらゆる分野における女性の参画拡大（女性活躍のさらなる推進）
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資料１－２

第4次菊川市男女共同参画プラン　令和６年度　事業進捗状況
◆計画期間：令和４年度～令和８年度

○ 95 事業/98事業
△ 1 事業/98事業
× 0 事業/98事業
－ 2 事業/98事業

基本目標１　男女共同参画社会実現に向けた基盤の整備

基本施策（１）　男女共同参画社会の実現に向けた意識改革

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

1
幼児への男女共同
参画啓発事業

地域支援
課

実施希望のあった市内14園
で、男女共同参画の意識啓発
につながる絵本の読み聞かせ
を市民団体やなぎ文庫と実施
した。また、絵本の選定理由な
どをまとめたチラシを保育士へ
配布した。

○

園からの事後アンケートの
結果を参考に、絵本の選定
や読み聞かせの時間につ
いて検討する。

2
小学生への男女共
同参画啓発事業

地域支援
課

希望のあった３校で菊川病院
の男性看護師、菊川市消防本
部の女性消防士、和松会の男
性介護支援員を講師として講
話を実施した。

○ 継続して実施する。

子育て応
援課

思春期教育として、市内全中学
校に出向き、講話を実施した。
生命誕生の講話をはじめ、赤
ちゃん人形の抱っこ、オムツ交
換を体験した。

継続して実施する。

社会教育
課

青少年ボランティア体験活動に
おいて、中高生によるこども園
や幼稚園での活動が延べ321
件行われた。

ボランティアクラブ加入者に
限らず、広く活動を周知でき
る方法を検討する。

4

固定的な性別役割
分担意識にとらわれ
ない進路指導の充
実

学校教育
課

「特別の教科　道徳」や、総合
的な学習の時間、学級活動等
で自分の将来の姿や進路につ
いて考える機会を設けた。

○
発達段階に応じて学習内容
に組み込めるよう計画的に
行う。

社会教育
課

家庭教育学級開設説明会時
に、お父さんの子育て手帳を配
布した。

父親の家庭教育学級への
参加を促すため、説明会資
料の見直しを行う。

地域支援
課

職業講話の講師を依頼してい
る５人の講師からコメントをもら
い１枚のチラシにまとめ、配布
した。

継続して実施する。

事業実施状況（全98事業）
（○：計画通り実施、△：計画の一部実施、×：実施できなかった、－：その他）

5
保護者に対する男
女共同参画の意識
啓発

3
中高生への男女共
同参画啓発事業

○

○
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資料１－２

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

6
保育士等に対する
男女共同参画の意
識啓発

地域支援
課

幼保施設連絡会にて園長に、
読み聞かせ訪問時に担任の先
生に、絵本の選定理由などをま
とめたチラシを配布することで
保育士への男女共同参画意識
を醸成した。

○ 継続して実施する。

7
教職員に対する男
女共同参画の意識
啓発

学校教育
課

研修会の中で男女共同参画に
ついて啓発を行った。

○
教職員研修を通じて男女共
同参画に関する啓発を継続
する。

8
図書館における意
識啓発

図書館

男女共同参画についての資料
を取集し、男女共同参画週間
に合わせてパンフレット等と共
に展示した。

○ 継続して実施する。

9
男女共同参画週間
における啓発活動

地域支援課

市ホームページ及び各種ＳＮＳ
に掲載した。また、市内公共施
設やイベントで啓発グッズを配
布した。

○ 継続して実施する。

10
男女共同参画に関
するまちづくり出前
行政講座の実施

地域支援
課

出前行政講座の依頼がなかっ
たため、実施しなかった。地区
センターへ「男女共同参画コー
ナー」として男女共同参画週間
についての掲示物を作成し、掲
示した。

○ 継続して実施する。

11
男女共同参画につ
いての情報発信

地域支援
課

市ホームページ等の更新を14
回行い、広報菊川で年３回、男
女共同参画に関する企業の取
り組みを掲載した。

○ 継続して実施する。

12
市民意識調査の実
施

地域支援
課

実施年度ではないので未実
施。

－ 令和７年度に実施予定。

商工観光
課

市内企業106社を対象にアン
ケートを実施し、19社から回答
を得た。

送付先企業を従業員20人
以上の市内全事業所とし
た。回答率が低いことが課
題であることから、設問数
の削減等、負担を減らし、
回答率の向上を図る。

地域支援
課

実施年度ではないので未実
施。

令和７年度に実施予定。

14
市職員を対象とした
意識調査の実施

地域支援
課

実施年度ではないので未実
施。

－ 令和８年度に実施予定。

13
市内事業所アン
ケートの実施

○
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資料１－２

基本施策（２）　多様な価値観、人権と性を尊重する意識づくり

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

15
人権を尊重し、ジェ
ンダーの平等に配
慮した表現の徹底

市長公室

広報菊川やSNSによる情報発
信時に固定的な性別役割分担
意識等に配慮した適切な表現
やイラストを利用した。

○

引き続き、広報菊川やSNS
による情報発信時に固定的
な性別役割分担意識等に
配慮した適切な表現やイラ
ストを利用する。

16
身体的性差、相互
尊重の教育の推進

学校教育
課

「特別の教科　道徳」において、
男女が互いに認め、尊重するこ
とを取り上げた授業を行った。

○
発達段階に応じて学習内容
に組み込めるよう計画的に
行う。

17
人権擁護委員への男
女共同参画の意識啓
発

市民課
県内施設に積極的に研修に行
き知識向上に努めた。

○ 継続して実施する。

18
人権擁護委員によ
る啓発活動

市民課

保育園・こども園・小学校で計６
回の人権教室を開催し、人権
の大切さを伝え、いじめや差別
をなくすための啓発を行った。

○
今後も積極的に人権教室を
開催していく。

19
人権相談事業の実
施

市民課

行政相談員、民生委員・児童委
員と合同で、菊川地区及び小
笠地区において、各月２回心配
ごと相談を開催した。また、６月
１日の人権擁護委員の日と、12
月の人権週間に人権相談窓口
を設け、相談に応じた。

○

引き続き、今年度同様他の
相談員と連携しながら、心
配ごと相談を行う。また、人
権擁護委員の日や人権週
間についても、人権相談窓
口を設けて相談に応じる。

20

性別により抱える問
題や悩みなどに関
する相談窓口の周
知

市長公室

広報菊川「相談窓口」に「あざ
れあ女性相談、男性相談」、
「LGBT相談」について毎月掲
載した

○

引き続き、広報菊川「相談
窓口」に相談窓口を掲載す
る。また、広報菊川だけでな
く、男女共同参画週間に合
わせ、SNSでも相談窓口の
周知をする。

学校教育
課

「特別の教科　道徳」や、総合
的な学習の時間、学級活動等
で考える機会を設けた。

発達段階に応じて学習内容
に組み込めるよう計画的に
行う。

地域支援
課

市ホームページや広報紙など
で周知した。市職員向けに性の
多様性研修を実施した。

継続して実施する。

22
パートナーシップ制
度についての情報
収集・研究

地域支援
課

病院の手続きや市営住宅の入
居、メモリアルカード受領など、
宣誓カードをもっている方が使
える行政サービスについて更
新確認を各課にした。

○ 継続して実施する。

多様な性のあり方に
関する正しい理解と
配慮の促進

21 ○
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資料１－２

基本目標２　誰もが安心できる暮らしの実現

基本施策（３）　あらゆる暴力の根絶

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

福祉課
ＤＶに関する啓発ポスターの掲
示やカードを配架した。

ＤＶ等に関する気づきのた
め、啓発事業を継続して行
う。

地域支援
課

４月の若年層の性暴力被害予
防月間に、チラシを掲示した。
また、東館２階の女性用トイレ
及び男性用トイレに相談窓口
のカードを配架した。広報菊川
11月号に女性に対する暴力を
なくす運動について掲載した。

継続して実施する。

24
犯罪被害者等支援
総合支援窓口の設
置

地域支援
課

市ホームページに相談窓口の
情報を掲載している。また、犯
罪被害者支援センターより講師
を招き職員研修を実施した。１
件支援を行った。

○ 継続して実施する。

福祉課
ＤＶ相談利用者にＤＶに関する
資料を配布した。

引き続き、被害者や相談者
への資料を用いた説明を継
続していく。

地域支援
課

４月の若年層の性暴力被害予
防月間に、チラシを掲示した。
また、東館２階の女性用トイレ
及び男性用トイレに相談窓口
のカードを配架した。広報菊川
11月号に女性に対する暴力を
なくす運動について掲載した。

継続して実施する。

26 ＤＶ相談の実施 福祉課
年間を通して広報菊川に掲載
し相談窓口の周知を行い、相
談事業を実施した。

○ 継続して実施する。

27 被害者の自立支援 福祉課
ＤＶ被害者に対し、20人の相談
受付を実施した。

○
自立に向けた支援を実施す
る。

子育て応
援課

関係機関と連携し、個人情報
保護の取り扱いについて周知
徹底すると共に、DV被害者及
び児童虐待とその予防につい
て支援対応を行った。

継続して実施する。

福祉課

警察、医師会、弁護士会、司法
書士会、社会福祉士会とは、子
育て応援課、地域包括支援セ
ンターとともに、必要に応じ随
時連携を図っている。令和元年
度からは要保護児童対策地域
協議会に毎月参加することとし
た。

今後も各機関との連携を
図っていく。

長寿介護
課

警察、医師会、弁護士会、司法
書士会、社会福祉士会とは、子
育て応援課、福祉課とともに、
必要に応じ随時連携を図って
いる。

今後も各機関との連携を
図っていく。

警察、医師会、弁護
士会等との連携

28 ○

23
暴力根絶に向けた
啓発と情報提供の
充実

25
ＤＶに関する正しい理
解の促進

○

○
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資料１－２

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

29
児童虐待防止対策
の充実

子育て応
援課

要保護児童対策地域協議会を
12回実施し、関係機関との情
報共有及び支援内容等を検討
した。また、関係機関向けに講
演会を２回開催、ライフステー
ジを意識した発達支援、ヤング
ケアラー支援者研修を開催、
各々47人、31人の参加があっ
た。
保育園、幼稚園、小・中学校の
保護者および民生委員・児童
委員に対し、児童虐待防止啓
発及びこども家庭センター設置
と相談先窓口を記載したリーフ
レットを配布した。

○

引き続き関係機関と連携を
図り支援内容を検討する。
また、研修会を11月に開催
する。
児童虐待防止に関するリー
フレットを配布すると共に相
談先窓口の紹介を行う。

30
ハラスメント防止の
ための広報と意識
啓発

地域支援
課

広報菊川２月号でハラスメント
相談窓口を周知した。

○ 継続して実施する。

商工観光
課

地域支援課から配信依頼の
あった啓発情報等を市内企業
へメールで配信した。

継続して実施する。

総務課
採用３～５年目の職員に対して
ハラスメント防止に係る研修を
実施した。

継続して実施する。

基本施策（４）　生涯を通じた健康支援

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

32
性と生殖の健康・権
利に関する啓発

子育て応
援課

「はたちの集い」において、健康
な性を育むための身体の健康
や妊娠に関する内容を含んだ
チラシを配布した。

○

内容を見直しながら、継続
して実施していく。また、プ
レコンセプションケアの内容
を思春期教育に加えてい
く。

33
小・中学校における
性教育の推進・充実

学校教育
課

学級活動、保健体育等で発達
段階に応じた性に関する学習
を行った。

○
発達段階に応じて学習内容
に組み込めるよう計画的に
行う。

34
思春期の健康教育
の実施

子育て応
援課

市内公立小・中学校のすべて
で思春期講演会を実施すること
ができた。

○
引き続き、思春期講演会を
実施していく。

35 不妊に関する啓発
子育て応
援課

不妊・不育治療費助成のチラシ
をプラザけやきに配架した。ま
た過去３年間に申請があった
医療機関等にチラシなどを配
布した。制度についてはホーム
ページや広報菊川で周知した。

○

継続し、医療機関及び市民
に制度の周知を実施する。
令和７年度から開始するき
くすく妊活サポート事業につ
いて周知していく。

31
職場におけるハラス
メント防止の意識啓
発

○
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資料１－２

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

36
不妊・不育治療費助
成事業

子育て応
援課

令和６年度の申請は、不妊症
治療費助成については18件、
不育症治療費助成については
１件であった。

○

継続し、医療機関及び市民
に制度の周知を実施する。
令和７年度から開始するき
くすく妊活サポート事業につ
いて周知していく。

37 乳児家庭訪問
子育て応
援課

新生児及び乳児訪問を実施し
た。訪問対象は216人（令和６
年２月～令和７年１月）、実施
人数は203人（実施率94.0％）、
その他来所していただいたり、
里帰り先で訪問依頼をしたり、
出生直後に転出等やむを得な
い理由がない限り全ての人に
実施することができた。

○ 継続して実施する。

38
女性特有の病気を
含めた各種検診

健康づくり
課

５大がん検診の受診者数は
11,241人であった。レディース
デー（託児対応可）を３日間設
定し、実施した。託児希望は13
人あり、すべて受け入れること
ができた。

○
引き続き、子育て世代が受
診しやすい環境を整えてい
く。

39
健康に関する相談
窓口

健康づくり
課

定例健康相談（プラザけやき会
場）11回、各地区センター等で
実施した出張健康チェックを24
回、出張健康チェック（出前行
政講座）を13回、健康チェック
の日を３回実施した。

○

定例健康相談を12回、地区
センターでの出張健康
チェックを13回とし、地区セ
ンター祭りでの健康チェック
を実施予定。出前行政講座
での出張健康チェックも継
続して実施する。

40 成人健康教育
健康づくり
課

出張健康チェックを含む出前行
政講座等の健康教育を23回実
施した。また、歯科研修会
（8020研修会）１回、精神保健
に関する講演会（こころの健康
づくり講演会）１回、健康づくり
推進員対象の研修を４回実施
した。

○

すこやかプラン推進のた
め、出前行政講座の内容を
見直し、継続して市民、健
康づくり推進員の参加しや
すい講座内容を企画、出前
行政講座の利用を勧めて
いく。

41
こころの健康に関す
る啓発及び支援

健康づくり
課

自殺予防週間に合わせた街頭
キャンペーン２回、市内事業所
への自殺予防啓発品・相談窓
口紹介チラシ等の配布を行っ
た。また、自殺予防週間、自殺
対策強化月間には市内図書館
２箇所、プラザけやき、プラザき
くるで、予防啓発コーナーの設
置を行った。

○

引き続き、様々な機会を通
じて啓発を行い、市内企業
への資料提供などを調整・
実施していく。

42
生涯学習活動の推
進

社会教育
課

ステップアップ講座は10回講座
を12種、５回講座を６種、1回講
座を10種企画し、26講座(1講座
休講)に延べ263人が参加した。
いきいきカレッジ菊川を２会場
で実施し、30人が参加した。

○
若年層と男性の参加率が
低いため、夜間や土日の講
座の企画を検討する。

7



資料１－２

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

43
介護予防普及啓発
事業の実施

長寿介護
課

介護予防普及啓発事業×83
回、地域介護予防活動支援事
業×69回、地域リハビリテー
ション活動支援事業×19回、高
齢者の保健事業と介護予防の
一体的実施、高齢者サロン等
への訪問×24回（※健康課題
に関するリーフレット説明×80
回）を実施した。

○

既存事業を継続しながら、
新たな取組みとして３地区
での介護予防普及啓発に
関する講座を開催していく。

44
地域介護予防活動
支援事業の実施

長寿介護
課

介護予防リーダー養成講座×
11回、介護予防リーダーフォ
ローアップ研修等×３回、介護
予防教室等運営補助×46回、
リハビリ専門職の地域サロンへ
の派遣指導×19回を実施し
た。

○ 継続して実施する。

45
民生委員・児童委員
による高齢者世帯
の見守り

福祉課

障がい者等を含む2,835人に訪
問を行った。（うち一人暮らし高
齢者667人、そのうち月２回以
上訪問８人、月１回以上訪問76
人）

○ 継続して実施する

46
高齢者世帯への支
援

長寿介護
課

民生委員・児童員との連絡会を
３回開催し、連携を深める取組
をした。
高齢者見守り情報！「みんなの
目」を年４回発行し、熱中症対
策やQRコードシールなどの情
報提供を行った。

○

民生委員・児童委員とは、
今後も連絡会・情報交換会
を開催し、顔の見える関係
をつくり連携を密にしてい
く。
高齢者見守り協力機関･団
体には、有益な情報提供
と、協力体制強化に取り組
んでいく。

基本施策（５）　様々な困難を抱える人が安心して暮らせる環境の整備

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

47
ひとり親家庭等の相
談支援

子育て応
援課

随時、窓口等にて相談支援を
実施した。

○ 継続して実施する。

48 児童扶養手当事業
子育て応
援課

延べ2,727人、114,450,660円を
助成した。

○ 継続して実施する。

49
ひとり親家庭等医療
費助成事業

子育て応
援課

延べ2,345件、6,332,890円を助
成した。

○ 継続して実施する。

50
自立支援給付金事
業

子育て応
援課

自立支援教育訓練給付金及び
高等職業訓練促進給付金の事
前相談を受け、自立支援教育
訓練給付金は１件100,000円、
高等職業訓練促進給付金は、
４件4,138,000円支給した。

○ 継続して実施する。
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資料１－２

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

51
要保護・準要保護児
童生徒の世帯に対
する就学援助

教育総務
課

対象となる要保護・重要保護児
童生徒に支給を行った。
引き続き就学が困難な児童生
徒の保護者に対し、学用品等
の援助を行う。
要保護児童生徒：２人（小学
校）
準要保護児童生徒：小学校・
184人、中学校・92人（令和７年
３月31日現在）
今年度も引き続き、新小学１年
生及び新中学１年生に対し入
学前支給を行った。
新小学１年生・12人
新中学１年生・29人

○

就学援助制度の周知徹底
を引き続き行うとともに、国
の標準化に向けた作業を実
施する。

52
認知症サポーター
の養成

長寿介護
課

認知症サポーター養成講座を７
回、ステップアップ講座を１回
行った。

○

今後も様々な世代に対して
認知症サポーター養成講座
を周知し、市民の認知症に
対する理解促進を推進して
いく。

53
外国人住民への支
援

地域支援
課

行政文書の多言語化に加え、
外国人相談窓口での相談対
応、情報提供を実施した。また
初期日本語教室を開催し、日
本語の習得を図るとともに多文
化共生の場を提供した。

○ 継続して実施する。

基本目標３　誰もが活躍できる家庭・職場・地域の実現（ワーク・ライフ・バランスの実現）

基本施策（６）　男性にとっての男女共同参画の推進

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

54
男性が家事・育児・
介護等に参加する
ための情報提供

地域支援
課

男性の育児休業取得者を増や
すために、育児休業セミナーを
開催した。また、広報菊川３月
号で市男性職員の育休につい
て紹介した。

○ 継続して実施する。

健康づくり
課

男性の料理教室（４回×２クー
ル）を実施し、44人が参加した。

料理に不慣れな初心者を
対象とし、調理技術の向上
や知識の獲得による生活面
の自立を支える事業として
いく。参加者増員を目指し、
性別関係なく参加できるよう
に変更する。

子育て応
援課

離乳食教室を12回実施し、126
人の参加があった。うち父親の
参加は21人（16.7％）で増加し
た。

継続して実施する。

長寿介護
課

介護者のつどいを３回開催する
にあたり、チラシを配布し呼び
かけた。

今後も年３回、男性も参加
しやすい内容を検討し、継
続して実施し、参加を呼び
かける。また、出前行政講
座や相談などで、介護・育
児休暇について周知し、取
得を促す。

男性が家事・育児・
介護等に参加する
ための講座等の開
催

55 ○

9



資料１－２

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

56
プレママ&パパサロ
ンの実施

子育て応
援課

年６回実施し、62組123人が参
加した。夫婦での参加は61組で
あり、全体の98.4％であった。

○
内容を見直し、実施してい
く。

57
絵本を通じた子育て
の参加促進

図書館

ブックスタート事業（各館月１回
年24回）、すいようおはなし会
（各館週１回98回）、0・1・2おは
なし会（菊川月２回小笠月１回
年35回）、日曜おはなし会（各
館月１回年22回）さんさんおは
なし会（小笠月1回年12回）を実
施した。大人を対象とした赤
ちゃん絵本のブックトークは小
笠図書館において１回開催し２
組の参加を得た。

○ 継続して実施する。

58
男性に対する相談
体制の周知

地域支援
課

市ホームページ及び広報菊川
へ県の相談窓口を掲載した。

○ 継続して実施する。

59
市男性職員の育児
参加のための休暇
取得の促進

総務課
対象者に対して休暇取得が促
進されるよう個別の声かけを実
施した。

○ 継続して実施する。

基本施策（7）　家庭における男女共同参画の推進

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

60
幼児教育・保育サー
ビスの充実

こども政策
課

保育ニーズ、教育ニーズの実
情を考慮し、保育園・認定こど
も園（横地保育園、菊川中央こ
ども園、みなみこども園)の利用
定員の見直しを行った。

○ 継続して実施する。

61
延長保育及び放課
後児童クラブの実施

こども政策
課

延長保育事業について、市内
園９か所にて実施した。
放課後児童クラブについて、市
内小学校９か所において実施
した。

○ 継続して実施する。

62
リフレッシュ・一時保
育の充実

こども政策
課

市内11園において、事業を委
託し実施した。また、おおぞら
認定こども園・菊川保育園・愛
育保育園については、一時預
かり事業専任職員を配置し、少
しでも多くの方が利用ができる
体制づくりをした。
プラザけやき子育て相談窓口
にて申請受付を行い、延べ
1,296件の利用があった。

○
今後も事業を継続するた
め、各園と調整をとり事業を
実施する。

63
ファミリーサポートセ
ンターの利用促進

子育て応
援課

市ホームページで周知、パンフ
レット配布などを行い、延べ259
件の利用があった。現在依頼
会員61人、提供会員21人、両
方会員８人の登録がある。（令
和７年３月末）

○ 継続して実施する。

10



資料１－２

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

64 こども医療費の助成
子育て応
援課

延121,513件、296,334,539円の
助成をした。

○ 継続して実施する。

子育て応
援課

親子ふれあい教室・就園児療
育教室（計111回）や幼児相談
（162件）、随時の個別相談の対
応等を実施して、対象児や保
護者への継続的な支援を行っ
た。また、学齢期の発達に関す
る相談も行った。

継続して実施する。

福祉課

事業が周知・認知されたこと
や、事業所の増加により利用
者数が増加傾向にある。また、
就学前に対象児童の保護者向
けに利用に向けての説明会を
実施した。
（支給決定者数：202人）

引き続き関係機関と連携を
図り、相談対応していく。

66
家庭児童相談の実
施

子育て応
援課

相談窓口の周知を継続し、相
談実人数は185人であった。
（令和７年３月末）
義務教育修了後の進路が未定
で、学校や家庭が心配する児
童の保護者と学校を介して顔
合わせを行い、相談先としての
引継ぎを行った。

○
引き続き関係機関と連携を
図り、相談対応していく。

67
児童館・子育て支援
センターの事業の充
実

子育て応
援課

利用者のニーズを把握し、事業
内容の充実を図った。

○ 継続して実施する。

68
子育てサークルの
支援

子育て応
援課

児童館と連携し、活動場所の
提供や、県の子育て情報サイト
へ情報提供を行った。

○ 継続して実施する。

学校教育
課

各学校において食育体験等活
発に地域と交流することができ
た。

学校が、学舎ディレクターや
地域コーディネーターと連
携しながら、更に地域との
活動を推進していく。

社会教育
課

放課後子ども教室は９小学校
中５校で開催した。
ボランティア体験活動は、前後
期合わせて市内延べ123施設
の受入があり、小学５年生から
高校３年生まで166人が活動し
た。

放課後子ども教室は、コロ
ナ禍以前と同様の水準であ
る９小学校すべてで実施で
きるよう引き続き情報収集
を行う。

70
介護相談や介護に
関する情報提供等
の実施

長寿介護
課

介護者のつどいを３回開催し
た。

○
今後も年３回継続して実施
する。

△

○

地域で子どもを育て
る環境づくりの推進

65 健やかな発達支援

69

11



資料１－２

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

71
介護サービスの提
供

長寿介護
課

被保険者証送付時にチラシを
同封する等、市民への周知に
努め、申請者に対し介護者手
当の支給を年３回行った。
事業所連絡会を２回開催すると
共に、実地指導を９件行い、事
業所へ情報共有を行った。

○

引続き、介護サービスの周
知に努め、介護者の負担軽
減を図っていくと共に、事業
所への情報共有を行ってい
く。

72
介護マークの普及・
啓発

長寿介護
課

出前行政講座や相談窓口等で
介護マークを紹介し２枚配布し
た。

○

必要な方に行き渡るよう、
今後も窓口や各種講座等
でも市民に介護マークを周
知していく。

基本施策（８）　職場における男女共同参画の推進

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

73
女性向け就労・就業
支援セミナー等の開
催

商工観光
課

女性就労・就業支援事業とし
て、４回のセミナーを開催し、延
べ48人が参加した。

○
講義内容やタイトルを工夫
し参加者の増加を目指す。

74
女性向け就労・就業
相談窓口の開設

商工観光
課

４月から３月にかけて、毎月１
回なでしこワークを開催し、計
410人が利用した。開催時に
は、キッズスペースを設置し
た。

○
セミナー開催に合わせ、ミニ
面接会などのイベントの開
催を検討する。

商工観光
課

地域支援課から配信依頼の
あった啓発情報等を市内企業
へメールで配信した。

継続して実施する。

地域支援
課

企業向けセミナーを開催した。
商工観光課の企業概況調査に
男女共同参画社会づくり宣言
のチラシ等を同封し啓発をし
た。

継続して実施する。

76
男女共同参画社会
づくり宣言事業所登
録の促進

地域支援
課

商工観光課が実施する企業概
況調査に男女共同参画社会づ
くり宣言のチラシ等を同封した。

○ 継続して実施する。

77
家族経営協定の締
結の促進

農林課

家族経営協定締結家族増加に
向け制度を啓発し、３件の新規
締結を行ったため、家族経営協
定締結数は増加した。

○
引き続き家族経営協定の
締結を促進していく。

総務課
希望者については、テレワーク
を行った。

継続して実施する。

企画政策
課

電子申請フォームの作成方法
について研修会を開催したこと
等により、各所属で電子申請可
能な手続きが増加し、窓口対応
時間の短縮等、業務の効率化
を図ることができた。
ビジネスチャットツールについ
て、近隣市と合同での研修会を
開催し、当該ツールの便利な機
能を職員に周知したこと等によ
り、情報連携の質の向上や意
思決定のスピードを高めること
ができた。

次年度でも職員研修会を開
催し、電子申請可能な手続
きを増加させることや、
チャットツールの便利な機
能を職員に周知・浸透させ
ていくことで、業務の効率化
を図っていく。

○

○

75
事業所への男女共
同参画の意識啓発

78
市役所の働き方改
革の推進

12
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ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

総務課

採用３～５年目の職員に対して
ハラスメント防止に係る研修を
実施した。

継続して実施する。

地域支援課
市職員向けに性の多様性研修
を実施した。

継続して実施する。

80
育児休業職員の職
場復帰支援

総務課
育児休業者への情報提供を毎
月実施した。

○
引き続き育児休業者への
情報提供を１回/月実施す
る。

基本施策（９）　地域社会における男女共同参画の推進

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

81
地域活動おける女
性の参画の推進

地域支援
課

連合自治会において、翌年度
の自治会役員選出依頼時に女
性登用のお願いをした。

○

自治会長に限らず自治会に
は各種役員があることか
ら、少しでも多くの女性が登
用されるよう啓発をしてい
く。

82
地域活動に参画す
る人材の育成

地域支援
課

市民協働団体向けのスキル
アップ講座及びコミュニティ協
議会懇話会、人材育成講座と
して「きくがわ高校生まちづくり
スクール」及び「きくがわ未来
塾」を開催。（市民協働センター
委託事業）

○
引き続き、地域活動に参画
する人材やリーダーの育成
のため講座を開催する。

83
誰もが参加しやすい
地域活動の推進

地域支援
課

会議や講座等の開催につい
て、必要に応じて平日の夜間や
土日での開催に努めた。

○ 継続して実施する。

84
男女共同参画を推
進する新たな取り組
みの推進

地域支援
課

広報菊川で市内企業の男女共
同参画に関する取り組み紹介
の連載を行った。

○
引き続き、新たな取り組み
の発掘や、実施支援を行
う。

85
地域活動への円滑
な参画の促進

地域支援
課

市民活動の拠点である庁舎東
館多目的エリアをPRしたこと
で、利用者の増につながってい
る。また、施設利用や市民協働
センターへの相談をきっかけ
に、新たな取り組みが生まれ、
市民の「やりたい・やってみた
いこと」の実現につなげた。（市
民協働センター委託事業）

○ 継続して実施する。

86
地域活動や自治会
などの負担軽減

地域支援
課

課長会議等で全庁に向けて、
取組方針（庁内ルール）を継続
的に周知し市として負担軽減に
取り組んでいく。

○
連合自治会や自治会にも
協力していただき、継続して
負担軽減に努めていく。

市職員を対象とした
研修などの実施

○79

13



資料１－２

基本施策（10）　防災における男女共同参画の推進

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

87
男女共同参画の視
点による防災活動
の啓発や情報提供

危機管理
課

女性向けに自助をテーマとした
防災ワークショップを開催した。
女性中心の団体へ出前行政講
座を行い、災害への備えにつ
いて説明した。

○

引き続き、ワークショップや
出前行政講座等を通じて啓
発や情報提供を行ってい
く。

88
性別によるニーズの
違いに配慮した備蓄
品などの配備

危機管理
課

「菊川市防災備蓄計画」に基づ
き、女性に配慮した備蓄品目
（生理用品等）を購入した。

○

備蓄の目標に沿って、備蓄
量を達成するよう努める。
社会情勢や防災会議に参
加した女性からニーズ調査
を行い、適宜見直しを図る。

消防総務
課

市内の幼稚園、保育園及びこ
ども園に赴き防火指導を12回
実施した。
市内の一人暮らし高齢者宅に
赴き防火診断・指導を３回実施
した。
消防署員と共に、消防団員や
市内事業所等に対し、普通救
命講習の講師として救急指導
に11回従事した。
予防課職員と火災予防広報と
して市内２事業所で街頭広報を
行った。
春の火災予防週間に合わせて
防火のために夜間警戒巡視を
行った。

女性消防団員の活動が活
発化が図れている。SNSや
広報紙を用いたPR活動に
より団員の入団促進を図る
と共に負担軽減についても
検討し、防災・応急手当の
普及啓発活動を実施する。

危機管理
課

地区防災連絡会にて、女性の
防災参画の必要性や女性が参
画するために現役員ができる
工夫について、説明した。
庁内女性職員防災検討チーム
で、地域の防災役員の女性比
率を増やすため方策を話し合
い、R７アクションプランとしてま
とめた。

引き続き、女性の防災参画
の必要性を説明していく。
また、庁内女性職員防災検
討チームで話し合った地域
の防災役員の女性比率を
増やすため方策の実施を
検討していく。

90
女性の防災リーダー
の育成や活動の啓
発

危機管理
課

防災訓練の事前会議で、女性
参加の必要性を説明した。
地区防災連絡会にて、女性の
防災参画の必要性や女性が参
画するために現役員ができる
工夫について、説明した。

○
更なる啓発を進めていきた
い。

89
防災分野における
女性の参画推進

○

14



資料１－２

基本目標４　あらゆる分野における女性の参画拡大（女性活躍のさらなる推進）

基本施策（11）　女性の政策や方針決定過程への参画拡大【重点】

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

91
市の審議会等への
女性委員の登用促
進

地域支援
課
全課

審議会等への女性委員の登用
状況を把握する調査を実施し
た。また、３月の課長会議で各
課に女性委員の登用について
依頼した。

○ 継続して実施する。

92
市女性職員の管理・
監督職への登用促
進

総務課

職員令和７年度昇任・昇格者
部長昇格者　４人中女性１人
課長昇格者　５人中女性１人
主幹昇格者　９人中女性３人
係長昇任者　15人中女性６人

○

引き続き資質を有する職員
について、
管理職・監督職への登用を
図る。

市長公室

スポーツや文化、地域活動など
で活躍した女性について、広報
菊川や市ホームページ、SNS等
で発信した。また、年３回男女
共同参画推進コラムを掲載し
た。

スポーツや文化、地域活動
などで活躍した女性につい
て、広報紙や市ホームペー
ジ、SNS等で発信した。ま
た、年３回男女共同参画推
進コラムを掲載した。

地域支援
課

小学生への職業講話で講師を
務めている女性消防士、警察
官、バスの運転手などからコメ
ントをもらい、ワンペーパーにま
とめたものを配布した。また、広
報菊川で女性が活躍する市内
企業について紹介した。

継続して実施する。

94

企業などへの女性
の登用促進につい
ての情報提供と啓
発

地域支援
課

企業向けセミナーを開催した。
また、広報菊川で女性が活躍
する市内企業について紹介し
た。

○ 継続して実施する。

95
女性が起業するた
めの支援

商工観光
課

６月から８月にかけて創業支援
セミナー（EnGAWAビジネスス
クール：全５回）を開催し、８人
（うち女性３人）が講座を修了し
た。

○ 継続して実施する。

96
農業分野における
女性の参画の推進

農林課

ファーミングプランの会に対し、
講習会等活動支援を実施し
た。令和５年度より新規就農の
相談を受けていた夫婦が認定
新規就農者を取得した。
また、女性を含む就農者の増
加に向け、令和５年度作成した
農業者紹介パンフレット及び
WEBページを、静岡県立磐田
農業高等学校、静岡県立小笠
高等学校、静岡県立農林環境
専門職大学に配布した。

○

パンフレット及びWEBページ
を就農相談等に活用し、市
内生産者（３社）と連携し、
学生の就農体験を実施す
る。

97
様々な分野で活躍
する女性の情報収
集

地域支援
課

各課が所有する女性人材を把
握した。

○ 継続して実施する。

93
女性の活躍事例な
どの情報提供

○

15



資料１－２

ＩＤ 事業名 担当課 令和６年度実施報告 評価 令和７年度に向けた見直し

企画政策
課

高校生が地域課題について研
究・活動した成果を発表する場
として、高校生まちづくりプレゼ
ンテーション大会を開催し、常
葉大菊川高校及び小笠高校の
生徒24人が６つのテーマにつ
いて発表を行った。

高校生が考える課題やテー
マについて、市関係課も協
力していくことで、発表内容
の質を向上させるとともに、
市の施策形成の参考として
いく。

社会教育
課

市内２中学校でふるさと未来塾
を開催した。市内の企業等延
べ29団体に協力いただき、生
徒291人が参加した。

ふるさと未来塾への参加事
業所に偏りが見えるため、
各中学校に新規参加事業
所を勧める。

若者へのキャリア教
育の実施

98 ○

16



資料１-３

◆計画期間：令和４年度～令和８年度

基本目標１　男女共同参画社会実現に向けた基盤の整備
基本施策（１）　男女共同参画社会の実現に向けた意識改革

No.
指標
区分

項目 評価担当課
プラン策定時

（Ｒ２） R４ R５ R６
Ｒ６

（中間目標） R７ R８
Ｒ8

（最終目標）

1
成果
指標

「男は仕事、女は家庭」という考えについて
「反対である」「どちらかといえば反対であ
る」と答える人の合計の割合（男女共同参
画市民アンケート）

地域支援課 57.4% - - - - 74.4%

2
活動
指標

男女共同参画に関する広報・ＨＰ等への年
間掲載回数

地域支援課 13回 14回 14回 14回 14回 15回

基本施策（２）　多様な価値観、人権と性を尊重する意識づくり

No.
指標
区分

項目 評価担当課 プラン策定時
（Ｒ２） R４ R５ R６

Ｒ６
（中間目標） R７ R８

Ｒ8
（最終目標）

3
成果
指標

男女が個人として尊重され、ともに個性や
能力を発揮できるまちだと思う人の割合
（満足・やや満足の合計）（市民アンケート）

地域支援課 57.1% 56.9% 57.3% 61.9% 62.3% 64.0%

4
活動
指標

人権教室の実施回数 市民課 4回 4回 5回 6回 5回 5回

基本目標２　誰もが安心できる暮らしの実現
基本施策（３）　あらゆる暴力の根絶

No.
指標
区分

項目 評価担当課 プラン策定時
（Ｒ２） R４ R５ R６

Ｒ６
（中間目標） R７ R８

Ｒ8
（最終目標）

5
成果
指標

セクハラ・パワハラを受けた人の割合（男
女共同参画市民アンケート）

地域支援課 10.8% - - - - 8.1%

6
成果
指標

暴力を受けたことがある方のうち、これま
でに暴力について誰かに打ち明けたり、相
談したことがある人の割合（男女共同参画
市民アンケート）

地域支援課 68.6% - - - - 71.3%

7
活動
指標

あらゆる暴力根絶に向けた啓発の件数
福祉課
地域支援課

1回 2回 3回 3回 3回 3回

基本施策（４）　生涯を通じた健康支援

No.
指標
区分

項目 評価担当課 プラン策定時
（Ｒ２） R４ R５ R６

Ｒ６
（中間目標） R７ R８

Ｒ8
（最終目標）

8
成果
指標

健診や健康相談など病気の予防対策が充
実していると思う人の割合（満足・やや満
足の合計）（市民アンケート）

健康づくり課 66.0% 67.2% 65.3% 68.1% 74.8% 76.0%

9
活動
指標

５大がん検診の受診者数 健康づくり課 11,425人 11,301人 11,105人 11,241人 11,820人 11,830人

10
活動
指標

介護予防普及啓発事業の実施回数 長寿介護課 151回 211回 199回 191回 151回 200回

基本施策（５）　様々な困難を抱える人が安心して暮らせる環境の整備

No.
指標
区分

項目 評価担当課
プラン策定時

（Ｒ２） R４ R５ R６
Ｒ６

（中間目標） R７ R８
Ｒ8

（最終目標）

11
成果
指標

障がいのある人が安心して暮らしていける
まちだと思う人の割合（満足・やや満足の
合計）（市民アンケート）

福祉課 49.2% 49.1% 47.8% 51.1% 57.3% 59.0%

12
活動
指標

認知症サポーターの養成人数（延べ） 長寿介護課 4,111人 4,523人 4,712人 4,816人 5,253人 5,853人

第4次菊川市男女共同参画プラン 令和６年度　指標進捗状況　
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資料１-３

基本目標３　誰もが活躍できる家庭・職場・地域の実現（ワーク・ライフ・バランスの実現）
基本施策（６）　男性にとっての男女共同参画の推進

No.
指標
区分

項目 評価担当課 プラン策定時
（Ｒ２） R４ R５ R６

Ｒ６
（中間目標） R７ R８

Ｒ8
（最終目標）

13
成果
指標

「仕事、家事、育児、介護について男女が
どのようにかかわるべきであると思います
か」の問いに対し、「男女ともに職業をも
ち、家事・育児・介護は男女で分担する」と
回答した男性の割合（男女共同参画市民
アンケート）

地域支援課 77.9% - - - - 88.7%

14
成果
指標

市男性職員の育児休業取得率 総務課 0.0% 0.0% 46.7% 33.3% 10.4% 85.0%

15
活動
指標

プレママ&パパサロンの開催回数
子育て応援
課

3回 6回 6回 6回 4回 6回

基本施策（7）　家庭における男女共同参画の推進

No.
指標
区分

項目 評価担当課 プラン策定時
（Ｒ２） R４ R５ R６

Ｒ６
（中間目標） R７ R８

Ｒ8
（最終目標）

16
成果
指標

安心して子どもを育てられるまちだと思う
人の割合（満足・やや満足の合計）（市民
アンケート）

子育て応援
課

82.0% 78.0% 76.8% 79.1% 87.4% 88.0%

17
成果
指標

高齢者とその家族を支える介護サービス
が充実していると感じる人の割合（満足・
やや満足の合計）（市民アンケート）

長寿介護課 60.0% 56.0% 56.5% 56.8% 64.9% 66.0%

18
活動
指標

子育て支援センターの利用者数
子育て応援
課

29,734人 27,422人 39,072人 40,398人 62,000人 67,700人

基本施策（８）　職場における男女共同参画の推進

No.
指標
区分

項目 評価担当課
プラン策定時

（Ｒ２） R４ R５ R６
Ｒ６

（中間目標） R７ R８
Ｒ8

（最終目標）

19
成果
指標

男女共同参画社会づくり宣言事業所の団
体数

地域支援課 26団体 29団体 31団体 31団体 32団体 35団体

20
活動
指標

事業所への男女共同参画の啓発件数 地域支援課 3回 3回 3回 ３回 3回 3回

基本施策（９）　地域社会における男女共同参画の推進

No.
指標
区分

項目 評価担当課 プラン策定時
（Ｒ２） R４ R５ R６

Ｒ６
（中間目標） R７ R８

Ｒ8
（最終目標）

21
成果
指標

家庭における夫婦の役割分担の現状につ
いて「地域行事への参加」夫婦が共同で
行っている場合の割合（男女共同参画市
民アンケート）

地域支援課 79.5% - - - 84.5% 86.7%

22
活動
指標

男女共同参画推進に関する活動を行う市
民団体数

地域支援課 7団体 8団体 9団体 7団体 9団体 10団体

基本施策（10）　防災における男女共同参画の推進

No.
指標
区分

項目 評価担当課 プラン策定時
（Ｒ２） R４ R５ R６

Ｒ６
（中間目標） R７ R８

Ｒ8
（最終目標）

23
成果
指標

避難所運営委員会における女性の割合 危機管理課 11.3% 10.2% 15.3% 15.9% 上昇 上昇

24
活動
指標

男女共同参画の視点を含んだ防災講演会
や講座などの開催回数

危機管理課 3回 4回 4回 6回 3回 4回

基本目標４　あらゆる分野における女性の参画拡大（女性活躍のさらなる推進）
基本施策（11）　女性の政策や方針決定過程への参画拡大【重点】

No.
指標
区分

項目 評価担当課
プラン策定時

（Ｒ２） R４ R５ R６
Ｒ６

（中間目標） R７ R８
Ｒ8

（最終目標）

25
成果
指標

市の審議会等委員に占める女性の割合
地域支援課
（各課）

26.4% 28.4% 28.5% 29.0% 30.4% 33.0%

26
成果
指標

市の係長級における女性職員の割合 総務課 18.5% 28.7% 29.5% 35.0% 23.7% 30.0%

27
活動
指標

女性就労支援事業の就労相談窓口の開
催件数

商工観光課 10回 12回 12回 12回 12回 12回
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